　　　　　　　　　　　　　　　　２０１１年１０月１９日大学奪還学生行動実行委員会

１０・１７福島講演会概略　

＜＜講演者紹介＞＞　

・等々力隆弘さん　　　

・子どもたちを放射能から守る福島ネットワーク

・３．１１後に子どもを守るべく決起

＜＜国の対応＞＞　

・基本的に安全キャンペーン

・山下俊一氏がラジオで四六時中流れる

・疎開も除染も進ま

・自治体の方も動かない

・福島県も根本的には何もしない

＜＜福島の現状＞＞

・住民自ら判断して動くしかない

・避難を巡って家族間でもめることも

・農家では「危険をあおると作物も売れない」

・現地にいる５種類の人間

　・直ぐに避難するタイプ

　・積極的に情報を取るタイプ

　・不安だけど何も出来ない

　・国が言っているから大丈夫

　・低線量はむしろヘルシー（ラジウム温泉？）

・普通に子どもを生みたいという福島の小学生

・小学校の校庭は１００マイクロシーベルト毎時（年間６００ミリシーベルト）

　・基準値（年間２０ミリシーベルト）の３０倍

・原因不明の鼻血を出す子ども

　・ストレスのせいと強弁する医者

・外部被曝と内部被曝

　・外部被曝は浴びた量と直比例

　・内部被曝は量に関係なくしつこく残る

福島県産の米（５００ベクレル未満）が買い叩かれ外食産業などの業者を中心に売れているとか→全社会的な問題

＜＜等々力さんの心境＞>

・子どもを持つことで意識が変わった

・運動を通じて子どもと大人の共同性が育まれつつある

・学生に対する期待

　・自分自身はシラケ世代

